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去
る
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

の
四
日
間
に
わ
た
り
、
タ
イ
国
の
首
都
バ
ン

コ
ク
の
イ
ン
ぺ
リ
ア
ル
・
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
の
代
表

者
会
議
・
第
六
十
七
回
執
行
委
員
会
が
開
か

れ
、
わ
が
国
の
加
盟
団
体
で
あ
る
全
日
本
仏

教
会
か
ら
渡
邊
宗
徹
国
際
文
化
部
長
、
入
西

智
彦
国
際
文
化
部
次
長
お
よ
び
私
が
出
席
し

ま
し
た
。

こ
の
会
合
は
昨
年
十
二
月
に
マ
レ
ー
シ
ア

で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
二
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏

教
徒
会
議
以
来
、
役
職
者
お
よ
び
執
行
委
員
、

各
部
会
委
員
長
が
一
同
に
会
し
て
そ
の
後
の

事
業
経
過
報
告
お
よ
び
次
期
大
会
の
開
催
地

を
決
定
す
べ
く
開
い
た
も
の
で
す
。

第
一
日
目
に
は
、
タ
イ
国
の
ワ
ナ
ミ
テ
ィ

ー
世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

直
ち
に
代
表
者
会
議
・
第
六
十
七
回
執
行
委

員
会
の
議
事
に
入
り
、
前
回
の
仏
教
徒
会
議

の
書
記
お
よ
び
各
部
会
委
員
長
の
経
過
報
告
、

財
務
報
告
、
新
加
盟
団
体
承
認
問
題
な
ど
が

逐
条
審
議
さ
れ
、
質
問
や
意
見
交
換
の
上
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
前
回
大
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
、

執
行
委
員
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
代
表
の
ゴ
ー

・
セ
ン
・
チ
ャ
イ
氏
か
ら
は
、
よ
り
良
き
世

界
仏
教
徒
連
盟
を
目
指
す
べ
く
、
新
憲
章
の

下
で
の
目
的
、
使
命
、
戦
略
な
ど
が
詳
細
に

わ
た
っ
て
提
案
さ
れ
、
事
務
局
が
次
期
大
会

ま
で
に
整
理
し
再
度
審
議
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

第
二
日
目
に
は
、
前
日
に
引
き
続
き
、
各

部
会
委
員
長
は
前
回
大
会
で
決
議
さ
れ
た
前

後
二
年
間
に
実
行
可
能
な
事
業
報
告
を
行
い
、

就
中
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
は
子
供
向
け

の
仏
教
教
本
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
作
成
し
各
加

盟
団
体
に
配
付
す
る
こ
と
や
同
国
で
の
仏
教

美
術
展
の
開
催
を
約
し
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
マ
レ
ー
シ
ア

代
表
は
、
仏
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
毎
年

七
月
の
ウ
ラ
ン
バ
ナ
（
お
盆
）
を
世
界
平
和

祈
念
の
日
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

青
年
部
会
、
婦
人
部
会
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復

興
局
ネ
パ
ー
ル
代
表
、
世
界
仏
教
大
学
か
ら

も
経
過
事
業
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
第
二
十
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議

を
二
〇
〇
四
年
十
月
ブ
ー
タ
ン
で
開
催
す
る

こ
と
を
了
承
し
、
そ
の
準
備
を
兼
ね
次
期
執

行
委
員
会
を
同
年
一
月
に
台
湾
で
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
裡
、

閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
の
同
会
議
に
参
加
し
て
痛
感
し
た
こ

と
は
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
は
本
部
所
在
地
で

あ
る
タ
イ
国
の
事
務
局
に
維
持
運
営
を
委
ね

て
お
り
、
同
連
盟
が
世
界
に
開
か
れ
た
唯
一

の
通
仏
教
的
団
体
の
窓
口
と
し
て
、
具
体
的

活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
に
は
、
よ
り
豊

富
な
人
材
や
強
固
な
財
政
的
基
盤
が
不
可
欠

で
す
。

そ
の
点
、
各
国
か
ら
わ
が
国
に
物
心
両
面

で
の
期
待
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
毎
回
、
要

望
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
で
の
世
界
仏
教
徒
会

議
開
催
に
つ
い
て
も
（
一
九
七
八
年
開
催
以

来
、
二
十
五
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
）、
全

日
仏
か
ら
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
支
援
が
一

段
落
す
る
折
か
ら
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
仏
教
国
日
本
の
存
在
感
を
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
世
界
各
国
、
諸
団
体
と

の
友
好
関
係
を
深
め
る
好
機
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

世界仏教徒連盟（WFB）
代表者会議・第６７回執行委員会開催

報告
国際委員会委員長

松濤 弘道

ワナミティー会長（前列中央）、松濤弘道国際委員会委員長（二列目左より四人目）、
渡邊宗徹国際文化部長（二列目左より三人目）

２００３年１０月１日2



九
月
一
日
午
前
十
時
よ
り
東
京
都
慰
霊
堂

で
関
東
大
震
災
・
都
内
戦
災
遭
難
者
秋
季
慰

霊
法
要
が
東
京
都
慰
霊
協
会
主
催
に
よ
り
、

秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
、
文
仁
親
王
妃
紀
子

殿
下
ご
臨
席
の
も
と
執
り
行
わ
れ
た
。
本
会

か
ら
は
、
渡
邊
宗
徹
国
際
文
化
部
長
が
参
列

し
た
。

法
要
は
、
貫
洞
哲
夫
東
京
都
慰
霊
協
会
会

長
の
式
辞
の
後
、
浅
草
寺
清
水
谷
孝
尚
貫
首

導
師
の
も
と
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
各
地
区

代
表
が
随
喜
し
厳
か
に
営
ま
れ
た
。

次
に
、
追
悼
の
辞
を
福
永
正
通
東
京
都
副

知
事
が
述
べ
、各
代
表
者
が
焼
香
を
行
な
っ
た
。

続
い
て
、
塩
入
亮
乗
浅
草
寺
教
学
部
長
が

法
話
を
行
い
、
最
後
に
弔
霊
鐘
の
鐘
で
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
。

財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
（
神
社
本
庁
、

教
派
神
道
連
合
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連

合
会
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
と
、
本

会
に
よ
り
構
成
）
と
各
都
道
府
県
宗
教
連

盟
が
協
力
し
、
文
化
庁
と
各
都
道
府
県
が

主
催
と
な
り
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
宗
教

法
人
実
務
研
修
会
が
、
本
年
も
全
国
九
カ

所
の
会
場
に
お
い
て
、
多
数
の
参
加
を
得

て
順
次
行
わ
れ
て
い
る
。（
日
程
に
つ
い

て
は
、「
全
仏
」
誌
八
月
（
四
九
〇
）
号

に
掲
載
）

＊

＊

＊

水
戸
の
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
に
て
、
八
月
二
十
九
日
午
後
一

時
半
よ
り
開
催
さ
れ
た
関
東
甲
信
越
静
地

区
の
研
修
会
に
は
、
本
会
よ
り
櫻
井
英
幸

総
務
部
長
（
日
本
宗
教
連
盟
幹
事
）
が
参

加
し
た
。

関
東
甲
信
越
静
地
区
の
十
一
都
県
よ
り
、

三
百
五
十
余
名
の
宗
教
法
人
関
係
者
が
参

集
し
、
約
二
時
間
半
に
わ
た
る
貴
重
な
講

義
を
を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

前
半
の
講
師
で
あ
る
文
化
庁
文
化
部
宗

務
課
宗
教
法
人
室
の
本
間
陽
也
法
人
係
員

が
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
講
義

し
、「
各
宗
教
法
人
が
法
人
の
規
則
と
宗

教
法
人
法
に
の
っ
と
っ
た
正
し
い
管
理
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
再
確
認
し
て
欲
し

い
。
な
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
れ
ば
、

至
急
是
正
し
て
い
く
方
向
で
検
討
相
談
し

て
頂
き
た
い
。」
と
の
要
望
が
述
べ
ら
れ

た
。後

半
の
講
師
で
あ
る
水
戸
税
務
署
法
人

課
西
澤
利
基
統
括
国
税
調
査
官
か
ら
は
、

宗
教
法
人
の
税
務
に
関
す
る
注
意
点
に
つ

い
て
の
講
義
が
あ
り
、「
平
成
十
六
年
四

月
よ
り
、
消
費
税
の
事
業
者
免
税
課
税
売

上
高
が
、
三
千
万
円
よ
り
一
千
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
改
正
に
伴
い
、
今
後
宗
教

法
人
に
お
い
て
も
、
駐
車
場
や
墓
地
管
理

料
収
入
等
に
消
費
税
が
関
連
し
て
く
る
と

こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
宗
教
法
人
の
建
物
に
お
い
て
、
決

め
ら
れ
た
使
用
料
を
受
け
取
り
、
住
職
等

が
立
ち
会
う
こ
と
な
く
、
会
合
行
事
等
が

行
わ
れ
る
等
の
場
合
に
は
、
貸
席
業
と
し

て
の
問
題
が
発
生
し
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。」
と
の
留
意
事
項
の
説

明
が
あ
り
、
各
宗
教
法
人
が
よ
り
一
層
法

人
意
識
の
徹
底
を
は
か
る
と
共
に
、
適
正

な
管
理
運
営
に
努
め
る
こ
と
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
た
。

宗
教
法
人
・
実
務
研
修
会

今
後
の
寺
院
の
収
益
事
業
と

消
費
税
に
つ
い
て
言
及

東
京
都
慰
霊
協
会

秋
季
慰
霊
法
要

秋季慰霊法要

今
回
の
研
修
会
は
、
講
師
に
森
田
ゆ
り
先

生
を
招
き
、
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

森
田
先
生
は
、
米
国
Ｇ
Ｔ
Ｕ
大
学
院
修
士

課
程
を
卒
業
後
、
北
米
で
子
ど
も
の
虐
待
、

女
性
へ
の
暴
力
防
止
に
関
わ
る
専
門
職
の
養

成
に
尽
力
さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で

は
、
少
数
民
族
・
女
性
・
障
害
者
へ
の
差
別

問
題
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
な
ど
、
人
権
問
題
の
セ
ミ
ナ
ー
を
指
導
さ

れ
ま
し
た
。

記

◆
日
時

十
一
月
七
日
（
金
）
十
三
時
〜

◆
場
所

天
台
宗
務
庁

大
会
議
室

（
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
四─

六─

二
）

℡
〇
七
七─

五
七
九─

〇
〇
二
二

◆
講
師

森
田
ゆ
り
先
生

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
主
宰
）

「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
人
権

〜
心
の
力
の
み
な
も
と
へ
〜
」

◆
申
込
方
法

各
加
盟
団
体
よ
り
本
会
同
和
推
進
部
へ

十
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
せ
先

本
会
事
務
総
局

同
和
推
進
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
三─

三
四
三
七─

九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三─

三
四
三
七─

三
二
六
〇

本
会
主
催

同
和
研
修
会
の
ご
案
内

3ZENBUTSU２００３年１０月１日



七
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
理
事
会
が
開
催
さ

れ
た
。
仏
教
徒
の
歌
「
あ
あ
、
こ
の
よ
ろ
こ

び
」
斉
唱
、
森
和
久
理
事
長
を
導
師
に
三
帰

依
文
唱
和
。
森
理
事
長
を
議
長
に
、
議
事
録

署
名
人
に
、
袖
山
榮
眞
（
浄
土
宗
）
・
横
山

敏
明
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）
の
両
師
を
選
出

し
、
議
事
に
入
っ
た
。

一
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て

以
下
の
ご
と
く
武
田
昭
英
ル
ン
ビ
ニ
ー
委

員
会
委
員
長
よ
り
経
過
説
明
、
渡
邊
宗
徹
国

際
文
化
部
長
よ
り
補
足
説
明
が
な
さ
れ
た
。

※

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
は
、
本
年
五
月

に
ネ
パ
ー
ル
側
の
手
に
よ
り
マ
ヤ
堂
の
復
元

工
事
も
終
了
し
、
最
終
的
な
局
面
に
入
っ
た
。

当
初
勧
募
し
た
三
億
円
の
浄
財
を
費
消
後
、

現
在
は
篤
志
に
よ
る
浄
財
千
五
百
万
円
に
よ

り
事
業
は
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
残
金

は
一
千
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
昨
年
度
に
は
懸

案
の
マ
ヤ
堂
発
掘
調
査
出
土
遺
物
の
管
理
を

ネ
パ
ー
ル
側
に
移
管
し
た
。

上
坂
悟
氏
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
遺
跡

発
掘
調
査
本
会
派
遣
考
古
学
者
）
の
逝
去
に

よ
り
遅
れ
て
い
る
マ
ヤ
堂
考
古
学
発
掘
調
査

最
終
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
上
坂
氏
の
師
で

あ
る
坂
詰
秀
一
氏
（
立
正
大
学
元
学
長
）
に

依
頼
、
平
成
十
六
年
十
二
月
完
成
を
目
指
し

資
料
整
理
に
入
っ
て
い
る
。

発
掘
調
査
に
よ
り
、
釈
尊
生
誕
の
地
を
示

す
と
考
え
ら
れ
る
「
マ
ー
カ
ー
・
ス
ト
ー
ン

（
印
石
）」が
発
見
さ
れ
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
が
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、

ネ
パ
ー
ル
側
が
本
事
業
に
力
を
注
い
で
い
く

契
機
に
も
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
七
月
一
日
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
を
開
催
。

今
後
の
対
応
を
検
討
・
議
決
し
た
。

※

続
い
て
協
議
事
項
と
し
て
、
武
田
昭
英
ル

ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
が
以
下
の
よ
う
に

説
明
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
で
賛
成
の
議
決

が
な
さ
れ
た
今
後
の
事
業
方
針
と
会
計
処
理

に
関
し
本
理
事
会
で
の
協
議
を
要
請
し
た
。

※

本
事
業
の
終
了
の
た
め
に
、

�
考
古
学
発
掘
調
査
最
終
報
告
書
の
発
刊

�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
へ
の
浄
財
寄
進

者
へ
の
報
告
書
の
作
成
と
発
送

�
ネ
パ
ー
ル
現
地
事
務
所
の
閉
鎖
処
理

�
備
品
の
処
理

�
マ
ヤ
堂
考
古
学
発
掘
調
査
に
伴
う
資
料
一

式
の
今
後
の
保
全
に
関
わ
る
処
理
（
立
正

大
学
博
物
館
に
現
物
展
示
、
主
な
資
料
の

複
写
を
本
会
事
務
所
に
保
管
す
る
方
向
で

検
討
）

�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
記
念
碑
の
建
立

の
折
衝
と
実
施

�
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
の
作
成
と

配
布

�
委
員
会
の
開
催

等
々
の
活
動
が
今
後
必
要
で
あ
る
。
上
記
事

業
遂
行
の
為
に
は
資
金
が
千
五
百
万
円
ほ
ど

不
足
す
る
。
こ
れ
に
対
し
篤
志
勧
募
の
継
続
、

本
会
計
か
ら
捻
出
し
対
応
す
る
こ
と
を
、
ル

ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
で
議
決
を
得
た
。
本
理
事

会
に
お
い
て
も
委
員
会
で
議
決
し
た
対
応
方

法
を
協
議
い
た
だ
き
、
本
会
と
し
て
の
決
定

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
す
べ
て
の
処
理
が
終
了
し
た
時
点

で
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
は
解
散
し
、
本
事

業
を
終
了
す
る
。
剰
余
金
は
理
事
会
の
承
認

を
得
て
、
本
会
の
本
会
計
に
譲
渡
す
る
。

※

協
議
の
後
、
全
理
事
の
賛
同
を
得
た
。

二
、
国
政
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
推
薦
の
方

法
に
つ
い
て

壽
山
良
光
社
会
部
長
よ
り
、
前
回
理
事
会

（
本
年
五
月
二
十
七
日
開
催
）
で
推
薦
再
開

が
決
議
さ
れ
た
「
国
政
選
挙
に
お
け
る
候
補

者
推
薦
の
件
」
に
つ
い
て
経
緯
を
説
明
。
推

薦
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
協
議
要
請
が
な

さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
理
事
長
の
責
任
に
お
い
て

推
薦
し
て
い
く
こ
と
が
本
理
事
会
で
再
確
認

さ
れ
、
推
薦
方
法
は
理
事
長
に
一
任
す
る
こ

と
で
賛
同
を
得
た
。

一
、
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会
報
告

杉
谷
義
純
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会
委

員
長
よ
り
、
教
育
基
本
法
に
関
す
る
本
会
の

取
り
組
み
の
経
過
・
現
況
、
並
び
に
今
後
の

方
針
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。

※

協
議
事
項

報
告
事
項

理
事
会
開
催
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教
育
基
本
法
改
正
に
つ
い
て
は
、今
日「
宗

教
心
の
喪
失
・
モ
ラ
ル
の
低
下
」「
学
校
教

育
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
軽
視
・
排
除
」「
青

少
年
犯
罪
の
増
加
・
凶
悪
化
」
等
の
懸
念
さ

れ
る
社
会
状
況
が
あ
る
中
で
、
仏
教
界
と
し

て
も
対
応
が
問
わ
れ
て
い
た
。

平
成
十
三
年
十
一
月
、
文
部
科
学
大
臣
は

「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法

の
在
り
方
」
を
、
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
、

中
教
審
）
に
諮
問
し
、
十
四
年
十
一
月
に
中

間
答
申
が
出
さ
れ
た
。

本
会
と
し
て
は
、
平
成
十
四
年
十
一
月
の

理
事
会
で
対
応
を
協
議
。
結
果
、
宗
教
に
関

す
る
知
識
及
び
意
義
を
学
び
、
宗
教
情
操
を

涵
養
す
る
宗
教
教
育
の
重
要
性
を
確
認
し
、

そ
の
た
め
に
は
教
育
基
本
法
第
九
条
を
適
切

な
る
条
文
に
改
正
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
の

合
意
に
達
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
対
応
に
つ

い
て
は
理
事
長
一
任
と
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。そ

の
結
果
、
最
終
答
申
作
成
中
の
中
教
審

に
対
し
、
積
極
的
に
本
会
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
べ
く
働
き
か
け
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
平
成
十
四
年
十
二
月
十
四
日
開
催
さ

れ
た
中
教
審
の
公
聴
会
で
あ
る
、
一
日
中
央

教
育
審
議
会
（
於

国
立
京
都
国
際
会
館
）

に
お
い
て
本
会
と
し
て
意
見
を
発
表
、
次
い

で
平
成
十
五
年
二
月
四
日
、
中
教
審
に
対
し

て
教
育
基
本
法
答
申
案
作
成
に
つ
い
て
本
会

の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
理
事
長
名
で
要
請

書
を
提
出
し
た
。

平
成
十
五
年
二
月
十
二
日
開
催
の
評
議
員

会
に
お
い
て
、
教
育
基
本
法
問
題
を
協
議
、

中
教
審
に
提
出
し
た
要
請
書
に
基
づ
く
改
正

の
実
現
を
め
ざ
し
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を

承
認
・
機
関
決
定
と
し
た
。

二
月
十
七
日
開
催
の
常
務
理
事
会
に
お
い

て
、
評
議
員
会
の
決
定
を
受
け
て
具
体
的
方

策
に
つ
い
て
検
討
。
改
正
目
標
を
宗
教
教
育

に
関
す
る
条
項
で
あ
る
教
育
基
本
法
第
九
条

に
し
ぼ
り
、
委
員
会
を
設
置
し
て
問
題
に
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
確
認
。
委
員
会
の
正

式
名
称
を
「
適
切
な
る
宗
教
教
育
実
現
の
た

め
の
教
育
基
本
法
第
九
条
改
正
推
進
特
別
委

員
会
」、
略
称
「
宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員

会
」
と
し
委
員
を
常
務
理
事
選
出
団
体
で
あ

る
十
宗
派
及
び
東
京
都
仏
教
連
合
会
、
さ
ら

に
学
識
経
験
者
を
加
え
て
構
成
す
る
こ
と
と

し
た
。

平
成
十
五
年
三
月
十
日
、
第
一
回
特
別
委

員
会
を
開
催
、
正
副
委
員
長
を
選
出
し
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
、
小
委
員
会
を

設
置
し
て
本
会
事
務
総
局
と
協
議
し
な
が
ら

具
体
的
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
、中
教
審
は「
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
と
教

育
振
興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
の

答
申
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
。
そ
の
中

で
宗
教
教
育
に
関
し
て
は
以
下
の
通
り
答
申

要
約
し
て
い
る
。

�
宗
教
に
関
す
る
知
識
と
宗
教
の
持
つ
意

義
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
そ
の

旨
を
適
切
に
規
定
す
る
こ
と
。

�
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
や
宗

教
的
活
動
の
禁
止
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
規

定
す
る
こ
と
。

附
帯
意
見
と
し
て
、
禁
止
条
項
の
拡
大
解

釈
に
よ
る
宗
教
教
育
の
禁
止
に
懸
念
を
示
し
、

宗
教
に
関
す
る
知
識
と
意
義
の
み
な
ら
ず
宗

教
的
情
操
を
は
ぐ
く
む
こ
と
の
重
要
性
も
指

摘
し
て
い
る
。
又
宗
教
に
関
す
る
教
育
充
実

の
た
め
教
育
内
容
や
指
導
方
法
の
改
善
、
教

材
の
研
究
・
開
発
に
つ
い
て
の
検
討
な
ど
に

言
及
し
て
い
る
。

本
会
の
希
望
は
一
部
取
り
上
げ
ら
れ
た
が

条
文
化
す
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
案
で
は
な

く
、
そ
う
し
た
方
向
性
が
望
ま
し
い
と
い
う

点
が
答
申
に
盛
り
込
ま
れ
る
に
止
ま
っ
た
。

宗
教
教
育
推
進
特
別
委
員
会
で
は
上
記
の

中
教
審
答
申
を
検
討
し
、
又
法
改
正
に
至
る

政
治
日
程
の
分
析
、
加
盟
団
体
に
対
す
る
本

会
の
方
針
の
周
知
等
に
つ
い
て
討
議
す
る
た

め
全
体
委
員
会
を
二
回
、
小
委
員
会
を
四
回

開
催
す
る
と
共
に
、
国
会
関
係
、
文
部
科
学

省
関
係
者
に
本
会
の
要
請
を
説
明
し
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

教
育
基
本
法
は
法
律
で
あ
る
の
で
、
国
会

で
議
決
を
要
す
る
。
そ
こ
で
国
会
に
直
接
携

わ
る
方
々
に
意
見
を
述
べ
、
ま
た
、
広
く
情

報
を
収
集
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
先
般
の
国
会
の
会
期
に
合
わ
せ

与
党
・
野
党
、
賛
成
・
反
対
に
関
わ
ら
ず
、

教
育
基
本
法
に
関
し
て
正
式
な
検
討
機
関
を

持
つ
政
党
に
は
そ
の
場
で
、
ま
た
機
関
の
な

い
政
党
へ
は
代
表
者
へ
意
見
を
具
申
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
加
盟
団
体
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

今
年
度
よ
り
評
議
員
懇
談
会
（
六
月
十
九
日
、

東
京
。
六
月
三
十
日
、
京
都
）
を
新
た
に
開

催
し
、
そ
の
場
で
、
教
育
基
本
法
に
関
す
る

本
会
の
取
り
組
み
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
に

説
明
、
理
解
を
求
め
協
力
依
頼
を
行
っ
た
。

な
お
、
加
盟
団
体
機
関
誌
へ
の
本
会
記
事

掲
載
依
頼
（
全
仏
だ
よ
り
）
を
利
用
し
て
、

本
件
に
関
す
る
広
報
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
宗
教
教
育
教
材
に
つ
い
て
、
法
改

正
が
な
さ
れ
た
場
合
、
仏
教
界
が
提
言
し
た

以
上
、
資
料
と
教
育
の
具
体
的
方
法
の
提
示

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
行
わ
れ
た
理
事
会
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を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
為
に
、

各
宗
派
で
使
わ
れ
て
い
る
宗
教
教
科
書
等
を

収
集
し
、
委
員
会
内
に
本
件
に
造
詣
の
深
い

委
員
を
中
心
に
専
門
部
会
を
組
織
し
、
今
後

対
応
す
る
方
向
に
あ
る
。

教
育
基
本
法
改
正
に
関
し
て
は
、
現
在
、

本
会
に
も
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て

い
る
。
今
後
そ
れ
ら
の
意
見
を
含
め
委
員
会

で
検
討
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
本
会
の
理
事
会

・
評
議
員
会
で
更
に
検
討
を
願
い
、
そ
の
決

定
に
従
い
よ
り
良
い
方
向
へ
進
め
る
よ
う
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
日
本
宗
教
連
盟
等
、
外
郭
団
体
と
の

理
解
・
連
携
も
深
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

教
育
指
導
要
領
等
を
見
る
と
、
道
徳
教
育

に
は
ふ
れ
て
も
宗
教
教
育
に
は
全
く
触
れ
ず

と
い
う
宗
教
教
育
の
現
況
は
由
々
し
き
状
況

で
あ
る
。
以
上
の
危
惧
の
念
か
ら
、
是
非
と

も
加
盟
団
体
に
お
い
て
も
、
教
育
基
本
法
第

九
条
の
改
正
へ
の
方
向
の
意
思
が
行
き
渡
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

※

以
上
、
杉
谷
義
純
委
員
長
の
委
員
会
の
現

況
と
今
後
の
方
向
性
に
関
す
る
報
告
を
受
け
、

本
理
事
会
に
お
い
て
活
動
へ
の
理
解
と
更
な

る
事
業
推
進
、
そ
の
重
要
性
が
重
ね
て
確
認

さ
れ
た
。

二
、
事
務
総
局
各
部
報
告

―
総
務
部
―

・
評
議
員
懇
談
会
報
告

櫻
井
英
幸
総
務
部
長
よ
り
平
成
十
五
年
六

月
十
九
日
於
、
東
京
。
平
成
十
五
年
六
月
三

十
日
於
、
京
都
の
二
会
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
評
議
員
懇
談
会
に
つ
い
て
報
告
。

―
国
際
文
化
部
―

・
「
ブ
ッ
ダ
の
生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
」
テ
レ

ビ
放
映
決
定

渡
邊
国
際
文
化
部
長
が
報
告
。
九
月
十
四

日（
日
）二
十
三
時
三
十
八
分
よ
り
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ

レ
ビ
系
列
『
世
界
遺
産
』
で
「
ブ
ッ
ダ
の
生

誕
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
」
が
放
映
予
定
。
本
会
は

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
考
古
学
調
査
の
映
像
を
提
供
。

―
社
会
部
―

・
『
全
仏
だ
よ
り
』
掲
載
協
力
の
お
願
い
。

壽
山
社
会
部
長
よ
り
、
加
盟
団
体
機
関
誌

等
へ
の
本
会
記
事
掲
載
の
依
頼
（
全
仏
だ
よ

り
）
が
な
さ
れ
た
。

※

本
理
事
会
は
、
監
事
・
評
議
員
・
各
種
委

員
会
委
員
傍
聴
許
可
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
終
了
後
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。

七
月
二
十
九
日
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
常
務
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

仏
教
徒
の
歌
「
あ
あ
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
」

斉
唱
、
森
和
久
理
事
長
を
導
師
に
三
帰
依
文

を
唱
和
。
森
理
事
長
を
議
長
に
、
議
事
録
署

名
人
に
、
細
川
景
一
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）、

大
塚
惠
章
（
真
言
宗
豊
山
派
）
の
両
師
を
選

出
し
議
事
に
入
っ
た
。

一
、
第
二
十
六
期
人
事
の
件
（
継
続
協
議
事

項
）

櫻
井
英
幸
総
務
部
長
が
、
平
成
十
四
年
十

二
月
三
日
・
平
成
十
五
年
四
月
十
七
日
に
開

催
さ
れ
た
常
務
理
事
会
の
協
議
を
受
け
て
ま

と
め
ら
れ
た
「
二
十
六
期
以
後
の
人
事
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
（
案
）」に
つ
い
て
説
明
。

小
林
正
道
事
務
総
長
よ
り
補
足
説
明
が
さ
れ

た
。出

席
常
務
理
事
よ
り
、「
申
し
合
わ
せ

（
案
）」に
関
し
、
本
会
の
内
外
事
業
遂
行
に

対
し
、
適
切
な
方
針
案
で
あ
る
旨
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

全
会
一
致
で
賛
同
を
得
た
後
、
今
秋
「
会

長
・
副
会
長
推
戴
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、

第
二
十
六
期
人
事
が
確
定
す
る
予
定
の
来
春

の
理
事
・
評
議
員
会
ま
で
に
、
具
体
的
協
議

を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

協
議
事
項

（
七
月
五
日
〜
九
月
十
日
付
）

●
渡
邊
宗
徹
様

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

※
篤
志
振
込
先
口
座
番
号（
郵
便
振
替
）

〇
〇
一
三
〇─

六─

三
七
六
〇
〇

加
入
者
名

（
財
）全
日
本
仏
教
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下

さ
い
。

本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

国
際
文
化
部

℡
〇
三─

三
四
三
七─

九
二
七
五

本
誌
発
送
先
変
更
の
場
合
、
事
務
局
ま
で
、

ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
願
い

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
ご
芳
名

無料法律
相談室
長谷川正浩本会顧問弁護士による、

無料法律相談を毎月第二、第四木曜

日の午後開催しております。本会事

務総局０３（３４３７）９２７５へ事前予約の上

おいで下さい。

常
務
理
事
会
開
催

２００３年１０月１日6



去
る
八
月
二
十
〜
二
十
二
日
に
、
第
三
十

四
回
部
落
解
放
・
人
権
夏
期
講
座
が
高
野
山

で
開
催
さ
れ
、
本
会
よ
り
宮
川
宏
生
財
務
部

長
、山
本
観
晃
同
和
推
進
部
次
長
が
参
加
し
た
。

参
加
者
が
二
千
人
規
模
の
た
め
全
体
講
演

の
会
場
は
高
野
山
大
学
松
下
講
堂
と
高
野
山

会
館
ホ
ー
ル
に
分
か
れ
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

高
野
山
会
館
ホ
ー
ル
で
は
「
人
権
教
育
の
た

め
の
国
連
十
年
」
―
第
一
次
の
総
括
を
踏
ま

え
た
第
二
次
の
課
題
―
と
し
て
友
永
健
三
氏

（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
所
長
）
の
講
演

と
、「
宗
教
と
人
権
の
課
題
」
―
高
野
山
真

言
宗
の
取
り
組
み
か
ら
―
と
し
て
土
生
川
正

道
師
（
高
野
山
真
言
宗
宗
務
総
長
）
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

二
日
目
、
朝
勤
行
随
喜
、
朝
食
を
済
ま
せ

九
時
半
か
ら
町
民
体
育
館
に
お
い
て
�
「
結

婚
と
部
落
差
別
」
―
高
松
結
婚
差
別
裁
判
の

現
代
的
教
訓
―
と
題
し
た
喜
岡
淳
氏
（
香
川

人
権
研
究
所
事
務
局
長
）
の
講
演
。
続
い
て

�
「
和
歌
山
の
部
落
史
」
―
紀
州
藩
牢
番
頭

家
文
書
か
ら
―
に
つ
い
て
林
紀
昭
氏
（
関
西

学
院
大
学
教
授
）
と
市
川
訓
敏
氏
（
関
西
大

学
教
授
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
発
表
。
さ
ら

に
�
「
竹
田
の
子
守
歌
」
―
名
曲
に
隠
さ
れ

た
真
実
―
と
題
し
た
藤
田
正
氏
（
評
論
家
・

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

夕
刻
か
ら
は
、
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
「
歌
う

浪
速
の
巨
人

趙
博
ラ
イ
ブ
・
ト
ー
ク
シ
ョ

ー

〜
ニ
ッ
ポ
ン
っ
て
な
ん
や
ね
ん
！
」
と

題
し
て
在
日
韓
国
人
の
趙
博
氏
が
作
詞
作
曲

の
唄
を
披
露
、
ト
ー
ク
で
は
父
親
の
話
や
日

本
と
韓
国
の
違
い
を
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
語
り

口
で
会
場
を
湧
か
せ
て
い
た
。

最
終
日
は
、高
野
山
大
学
松
下
講
堂
で「
日

本
に
お
け
る
人
権
保
障
制
度
の
構
築
」
と
題

し
、
林
陽
子
氏
（
弁
護
士
）
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。

今
回
の
課
題
別
講
演
で
は
、
テ
ー
マ
を
歴

史
と
文
化
に
絞
り
、
そ
の
差
別
事
象
当
時
の

時
代
背
景
を
学
ぶ
と
共
に
結
婚
差
別
な
ど
、

現
在
な
お
も
続
い
て
い
る
差
別
の
現
状
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。

高
野
山
会
館
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
全
体
講
演

第
三
十
四
回

部
落
解
放
・
人
権
夏
期
講
座

7ZENBUTSU２００３年１０月１日



ZENBUTSU

十
四
日
▼
新
宗
連
戦
没
者
慰
霊
、
平
和
祈
願

式
典
出
席

十
五
日
▼
全
国
戦
没
者
追
悼
式
出
席

十
九
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

二
十
〜
二
十
二
日
▼
部
落
解
放
人
権
夏
期
講

座
出
席

二
十
一
〜
二
十
四
日
▼
世
界
仏
教
徒
連
盟

（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
代
表
者
会
議
、
執
行

委
員
会
出
席

二
十
七
日
▼
日
宗
連
理
事
会
・
幹
事
会
出
席

二
十
八
日
▼
同
和
委
員
会

二
十
九
日
▼
法
律
相
談
室

▼
日
宗
連
・
宗
教
法
人
実
務
研
修

会
出
席

一
日
▼
東
京
都
慰
霊
協
会
秋
季
慰
霊
法
要

出
席

二
〜
三
日
▼
「
同
宗
連
」
研
修
会
出
席

六
日
▼
日
本
聖
公
会
京
都
主
教
就
任
式
参
列

八
日
▼
事
務
総
局
連
絡
会
議

九
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

十
日
▼
理
事
長
、
事
務
総
長
連
絡
協
議
会

就
任

評
議
員

中
村
澄
枝（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

羽
生
裕
彦

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

退
任

評
議
員

冨
樫
珠
徳（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

坂
本
観
泰

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

古
瀬
日
宇
師
（
本
会
元
評
議
員
）

九
月
二
日
遷
化

八
十
六
歳

顕
本
法
華
宗
元
管
長

二
〇
〇
三
年
十
月
一
日
発
行

十
月
号

第
四
九
二
号

発
行
人

小
林
正
道

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

本会ホームページに
加盟団体主催行事をお載せします
●http : //www.jbf.ne.jp
加盟団体主催行事を積極的に紹介中
当ホームページを加盟団体の情報提供の場として

ご利用ください。情報は随時募集しています。
加盟団体のサイト内情報検索
本会加盟団体ホームページ内の関連情報をキーワ

ード入力すると簡単に検索できます。
機関誌『全仏』のバックナンバー閲覧
２０００年１月からの全仏誌抜粋がホームページ上で

（一部カラー）ご覧になれます。
その他
やさしい釈尊伝、宗教法人備え付け・提出書類フォ

ーマットなど情報を満載。

��������	
��（財）日本宗教連盟
第２０回「宗教と税制シンポジウム」御案内

●平成１５年度文化庁芸術祭参加
●「公益法人制度改革の動向と宗教法人」

薬師寺最勝会は、「金

光明最勝王経」を講論・

論議する仏教儀礼で、天

長７（８３０）年に天皇の勅

命によりはじまりました。

『今昔物語』にみるよう

に、日本の三大法会「三

会」の一つとされており

ますが、勤修の場である

大講堂を焼失し、中世末

に断絶しました。

本年３月に大講堂が再

建され、４月２６日最勝会は復興厳修され今般、下記日

程で上演されることとなりました。

日 時 １１月１日（土） �１４：００～ �１８：３０～
会 場 紀尾井ホール

東京都千代田区紀尾井町６‐５

入 場 券 S席８０００円 A席７０００円

チケットぴあ TEL０５７０‐０２‐９９９０

主 催 薬師寺最勝会復興上演実行委員会

お問い合せ 毎日新聞社企画事業部内

薬師寺最勝会復興上演実行委員会事務局

TEL０３‐３２１２‐０１９０

現在、政府によって進められている公益法人制度の
抜本的改革が、どのような方向で進められているのか、
その現状を把握し、宗教法人に対してどのような影響
が予測されるのか、その諸問題について考える。

参加者 日本宗教連盟の協賛５団体関係者
日 時 平成１５年１１月１８日（火） １３時３０分より
会 場 神社本庁 大講堂（２階）

東京都渋谷区代々木１‐１‐２ 神社本庁内
TEL０３‐３３７９‐８０１１

講 演：�「公益法人制度改革の現状と今後の展望」
講師 長屋聡氏
（内閣官房行政改革推進事務局参事官）

：�「公益法人制度改革の影響と宗教法人の課題」
講師 長谷川正浩氏
（日本宗教連盟参議・全仏顧問弁護士）

参加申込方法
全日本仏教会事務総局に、１０月末日必着でお申込下

さい。尚、定員になり次第締切りとさせて頂きます。
［連絡先］〒１０５‐００１１東京都港区芝公園４‐７‐４

明照会館
財団法人 全日本仏教会
TEL０３‐３４３７‐９２７５ FAX０３‐３４３７‐３２６０

事
務
総
局
録
事

人
事

哀
悼

八
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

九
月
（
一
〜
十
日
）

２００３年１０月１日8


